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はじめに 
 
太平洋戦争下の帝国図書館には、日本軍
が中国大陸や東南アジアで接収した図書が
多数搬入されていた。敗戦後、搬入された
図書は、連合国軍最高司令官総司令部
（GHQ/SCAP）によって、「略奪図書」と
位置づけられ、返還を命ぜられる。 
 こうした歴史事実は、後述する関係者の
回想や国立国会図書館の館史によって一部
明らかになっている。しかし、その全体像
や搬入の詳細な経緯、いつ返還したのかな
ど、不明な点は多々存在する。一例を挙げ
ると、「返還した図書の総数」という基本的
な事項でさえ、きちんとした数字が出てい
ないのが現状である。 
 わが国の「略奪図書」の歴史を考察する
上で、戦前の館界の頂点に君臨した帝国図 
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書館の存在は、抜きにできないと考える。 
そこで本稿では、「帝国図書館の略奪図
書」1）について元の所蔵先や冊数、返還日、
返還のもとになったGHQ/SCAPの指令な
どを整理し、一覧表にする。また、搬入さ
れた図書が、如何なる経緯によって日本軍
に接収され、帝国図書館に送られたのかを
明らかにしたいと思う。 
なお、史料の引用にあたっては、旧漢字
は新漢字に直した。 
 
１．先行研究と関係文献 
 
 本研究に関わる文献として、まず1965
（昭和 40）年の岡田温（帝国図書館司書
官：当時）と 1976（昭和 51）年の長澤規
矩也（書誌学者）の回想を挙げることがで
きる2）。彼らの話を総合すると、帝国図書
館には、戦地から文部省を経由して接収図
書が送り込まれてきたという簡単な経緯が
分かる。 
 1990代に登場する「略奪図書」の先行業
績には、本研究に関わる記述がある。すな
わち、岡村敬二は、岡田と長澤の回想に依
拠して、帝国図書館に搬入された書籍につ
いて触れ、「こうした事情については国立国
会図書館が内部の一次資料をもちいて詳述
するべきことがらである。報告を待ちたい
と思う」3）と述べる。松本剛もまた、関係
者の回想やGHQ/SCAPの覚書を参照し、
帝国図書館に持ち込まれていた図書の返還
について紹介した4）。しかしながら、岡村
と松本は、帝国図書館に搬入された図書の
全体像を明らかにするには至らなかった。 
国立国会図書館は、2001（平成 13）年
になって、『国立国会図書館五十年史 資料
編』5）を刊行する。このなかには、待望の
内部文書、「返還図書関係文書」の一部が収
録されている。しかし、これだけでは、全
体像を纏めることができない。また、2005
（平成 17）年には、国立国会図書館に勤務
していた加藤一夫らによる著書が出版され
る6）。加藤らは、部分的に一次史料を用い
ていたものの、典拠の表示が不十分であり、
それゆえ優れた先行研究として認められな
い。 
本研究に際しては、国立国会図書館を訪
問し、「返還図書関係文書」のすべてを直接
閲覧した7）。また、GHQ/SCAPのCPC（民
間財産管理局）文書のなかから、関係する
史料を集めた。軍内部の動向については、
防衛省防衛研究所に保管されている「陸軍
省大日記」や「占領地政策連合国の遺産等
の調査」を活用した。このように、本研究
は、従来の研究で用いられた文献に加え、
各種の一次史料を活用している。 
 
２．「帝国図書館の略奪図書」の数量 
 
 先述したように本研究に際して、国立国
会図書館保管の「返還図書関係文書」を閲
覧した。閲覧した印象としては、文書の数
は多いものの、新たな知見を得るようなも
のはあまりなく、主だった文書は漏れなく、
『国立国会図書館五十年史 資料編』に収
録されていた。ただ、全体像を明らかにで
きる手がかりとして、館史未収録の手書き
とタイプ打ちの２種類の一覧リストが存在
していた8）。このリストは不完全ものだっ
たが、GHQ/SCAPのCPC文書に含まれて
いるReference Files 9）と照らしあわせて、
元の所蔵先や冊数、返還指令、返還日、返
還場所などを整理してみた。末尾に掲載し
た一覧表がその成果である。 
調査の結果、「略奪図書」の総数は、
130,219 冊（書籍 62,214 冊、パンフレッ
ト・定期刊行物 68,005 冊）であった。そ
のうち、香港で接収されたものと確実に特
定できるものは、65,900冊に達する。これ
は、全体の約半数（50.6％）である。残り
の半数の大部分も、元の所蔵先や返還先な
どから見て、中国大陸のどこか（具体的な
都市名は不明。表では単に「中国」と表記）
で接収されたと考えられる。つまり、「帝国
図書館の略奪図書」のほとんどは、中国大
陸より送られてきたものである。 
ちなみに、中国大陸以外（シンガポー
ル・マレー、ニューギニア・ソロモン、ビ
ルマ、タイ、フィリピン、蘭領インドネシ
ア）から搬入されたと見られる図書は、非
常に少ない。すなわち、合計で、6,465 冊
（5.0％）に過ぎない。（表１.） 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．GHQ/SCAPの返還指令 
 
  「略奪図書」の返還は、GHQ/SCAP の
指令に基づいて行われた。 
そもそも、日本が戦時中取得した連合国
財産を返還させることは、中国政府の要求
があって、早い時期から占領政策として示
されていた。1945（昭和 20）９月 22日に
米国政府より発せられた「降伏後に於ける
米国の初期の対日方針」には、「掠奪セル財
産ハ略奪品ナルコト判明スル限リ一切之ヲ
完全且即時ニ返還スルヲ要ス」10）ことが掲
げられている。 
日本が戦時中獲得した各種の「略奪財
産」を返還させるため、GHQ/SCAP 内に
おいては、1946（昭和 21）年 3月 8日付
で、民間財産管理局（CPC）が発足する。
そして、GHQ/SCAPは、「略奪財産の没収
と報告」（SCAPIN 885）を 1946（昭和 21）
年 4月 19日に発出する。これは、日中戦
争勃発（1937年７月７日）後に、日本占領
地において略奪された財産について、これ
を没収することを命じたものである11）。 
帝国図書館の「略奪図書」は、
SCAPIN885で示された基本政策を受けた、
SCAPIN-A に属する行政事項に関する覚
書に基づいて行われた12）。ただし、返還し
た図書のなかには、指令番号のない半公信
などによったものもある。 
なお、CPC内では、図書返還の過程で、
個々のコレクションについて、図書と雑
誌・定期刊行物に分けて、CPCNo.を付与
して管理した。CPCNo.は、GHQ/SCAP
の該当文書を探し出す重要な鍵となるため、
一覧表に載せている。また、「資産の完全な
説明」の欄は、図書の大まかな言語を表わ
している。 
 
４．「略奪図書」の返還 
 
「略奪図書」の最初の返還は、1946（昭
和 21）年１月のボクサー少佐個人に対して
である。（ただし、返還指令は後日の日付）。 
ボクサー少佐とは、開戦時に香港で勤務
していた英国軍人である。彼は、香港で自
分の蔵書が日本軍によって奪われた。戦後、
ボクサー少佐は、占領軍の一員として来日
し、自ら帝国図書館を訪れた。それが早期
の返還につながったのである13）。 
本格的な返還は、1947（昭和 22）年か
ら開始されている。すなわち、中国、英国、
フィリピン、タイの「国家」に対して返還
が行われている。帝国図書館から直接持ち
主に返されたのは、ボクサー少佐の文庫の
みである。 
返還場所は、東京、横浜、名古屋、呉、
の各地である。返還場所では、日本側と相
手側の代表者が受領書にサインしている。
受領書の原文は、GHQ/SCAPのCPCで保
管された。本研究では、受領書の日付を返
還日としている。 
そして図書の返還は、1950（昭和 30）
年 11月まで続いている。1950（昭和 30）
年ともなると、すでに帝国図書館は制度上
廃止され、国立国会図書館支部上野図書館
の時代を迎えていた。返還の終了時期を考
慮すると、「帝国図書館の略奪図書」は、国
立国会図書館にも繋がっていく問題である
と言えよう。 
 
５．香港から搬入された図書 
 
「帝国図書館の略奪図書」のかで、もっ
とも多数を占める香港から搬入された図書
は、軍の組織的な接収活動の成果によるも
のだった。香港における日本陸軍の図書接
収活動の様子は、かなり克明に判明してい
る14）。 
そもそも、日本陸軍は、太平洋戦争開戦
直前の 1941（昭和 16）年 10月，「戦利品
処理要領」を定め、「図書（資料トナルベキ
モノ）」は、大本営に内地還送するとしてい
た15）。陸軍は、最初から情報源として接収
図書を考慮していた。そして、太平洋戦争
開戦間もない 12月 20日頃，東京の陸軍参
謀本部は、次の予想作戦地域（主としてイ
ンド，オーストラリア）に関する作戦資料
並びに占領地行政資料の蒐集を目的として、
参謀の山内末吉中佐、川崎少佐を香港に派
遣する16）。 
それに伴い、現地の第 23 軍においても
調査班を編成し協力することになった。調
査班長は、「嘗て兵要地誌業務に従事する関
係上」宮本博少佐（第 23軍司令部付）17）
がつとめ、参謀本部嘱託として、満鉄東亜
経済調査局所属の須山卓（華僑問題専門家、
後の長崎大学教授）、前嶋信次（イスラム
史・東洋史専門家、後の慶應義塾大学教授），
大瀧榮一（調査局図書掛）が班員となった。 
調査班や参謀達は、香港総督府庁舎や学
校、兵舎、旅行社などに所蔵されている図
書を接収した。特に、香港大学馮平山図書
館の書庫には，南京国立中央図書館や国立
北平図書館、嶺南大学、中華教育文化基金
などの蔵書が多数存置していた。そのうち、
南京国立中央図書館の貴重書は、古典籍の
国外流出を避けるため、1940（昭和 15）
年２月中旬から香港と上海で購入したもの
の一部であった18）。日本軍はこうした貴重
書も接収した。 
その後、接収図書は、参謀本部の命令に
より、1942（昭和 17）年２月と３月に東
京参謀本部宛に船舶で送られた。 
こうして参謀本部に送られた図書は、そ
の大部分が、文部省を経て、帝国図書館に
搬入されることになる。 
陸軍省は、1942（昭和 17）年 11 月 26
日、文部省に対して、香港における戦利図
書（200箱約４万冊）を回送する。同省で
は、同年 12 月１日から整理に着手したが
要員不足のため、1943（昭和 18）年４月
で中止する。結局、文部省は、同年７月、
帝国図書館に対し整理業務を引き継ぎ、作
業の続行を依頼することになる。同省は、
帝国図書館宛に８月 23 日付で「鹵獲図書
整理依頼ノ件」を発している19）。 
ただし、香港から運ばれた図書の全てが
帝国図書館に搬入された訳ではない。すな
わち、参謀本部は、1943（昭和 18）年、
香港接収図書を陸軍経理学校へ約 2,000冊。
陸軍軍医学校へ 2,506冊移送している 20）。 
 
６．中国大陸以外からの図書の搬入 
 
陸軍省軍務局は、1942（昭和 17）年４
月、香港占領地総督部及び南方軍とその戦
闘序列下の部隊（フィリピン攻略の第 14
軍、マレー北部スマトラ攻略の第 25 軍、
蘭領インドネシア攻略の第 16 軍、ビルマ
攻略の第 15軍）の参謀長に対して、「南方
占領地内ニ在ル各種文献ニ関スル件」（『陸
亜密大日記』）21）を発している。これは、
従来「軍事及地誌的事項」に限定していた
文献の収集を、「一般学術」に関するものも
広く収集するよう命じたものである。同じ
頃、陸軍省工務課も、南方総軍に対して、
「軍需品生産ノ為」に、「工業、理化学、経
済ニ関スル図書、還送相成度件」（『陸亜密
大日記』）22）を発している。 
このように軍上層部は、中国大陸のみな
らず、南方占領地全域から各種文献を収集
する意図を有していた。 
しかし、中国大陸以外から帝国図書館に
送られた図書の比率は、先述したように
6,465冊（5.0%）に過ぎない。その原因は、
マレー・シンガポールや蘭領インドネシア
では、現地で資料の保存のため奔走した人
物がいたため、送付された図書が少数にと
どまった23）。あるいは、発送したものの途
中で海没したとも考えられる。しかし、現
時点では史料の裏づけがとれず、仮説の域
を脱しない。 
ちなみに、中国大陸以外からの図書の搬
入経緯は、香港接収図書と同じく、参謀本
部から文部省を経たものと思われる。なぜ
なら、文部省には、1943（昭和 18）年 10
月８日、参謀本部より「南方方面戦利図書」
の整理依頼があり、10月 11日～26日に現
品を参謀本部より帝国図書館へ回送、同館
に整理を委嘱している 24）。また、
GHQ/SCAP の CPC 文書（Reference 
Files）の入手経過の欄には、「文部省を通
じて」と記されているからである。 
 
７．帝国図書館での整理 
 
 先述したように、帝国図書館には香港を
はじめとする占領地から、接収図書が文部
省を通じて送り込まれて来た。 
帝国図書館では、搬入された図書が、「ど
のようにして接収され内地に送られたのか
知るよしもない」ものの、「接収図書をただ
積み上げておくわけにもいかないので、箱
を開いて仮整理を開始せざるを得ない」状
態になった。帝国図書の 1944（昭和 19）
年は、うず高く持ち込まれた接収図書の仮
整理と、一方貴重資料の疎開に明け暮れた。 
持ち込まれた接収図書のなかでは、南京
国立中央図書館の漢籍とボクサー文庫が、
内容的に高く評価されたという 25）。特に、
南京国立中央図書館の34,970冊の漢籍は、
『資治通鑑』や『後漢書』といった中国古
典の明代や清代の写本であった26）。漢籍に
ついては、帝国図書館の依頼により、長澤
規矩也を総指導者として、1 月末より正式
に整理が開始され、７月末一応の整理が終
わっている。そして、そのなかで極めて貴
重と思われる明代資料に関しては、接収図
書であることを公表しないで、８月 11日・
12日に専門家に公開している。その後、こ
うした「接収漢籍中の貴重図書」は、疎開
対象となっている27）。 
漢籍コレクション以外は、アメリカ大陸
から中東・アフリカにかけての、英語で書
かれた地誌・年刊類が目に付く28）。帝国図
書館は、接収図書のうち南方研究に関する
資料の目録を編纂している。ただし、全て
の図書が整理されたのかどうかは、不明で
ある。 
  
おわりに 
 
 繰り返しになるが、「帝国図書館の略奪
図書」の総数は、130,219 冊であった。ち
なみに、日本全体として、連合国に返還し
た「書籍及びパンフレット類」は、「192,813 
units」29）とも「186,045 冊」30）であった
ともいう。全体の数字を勘案すると、帝国
図書館だけで、全体の約 70％を占めること
になる31）。つまり、帝国図書館はわが国最
大の「略奪図書」の集積機関だったのであ
る。 
また、「帝国図書館の略奪図書」は、現
時点で約半数が香港からのものと判明して
いる。その背景として、香港は英国植民地
という土地柄、戦火の被害を被った中国図
書館への米国からの救援図書（援蒋図書）
の中継地点となっていた。また、日本軍の
進攻を避けて、中国各地からの図書の疎開
先にもなっていた。そして、香港は開戦早々
に日本軍が占領することになり、戦局の優
勢なうちに内地へ図書を発送することがで
きた。これらのことを考えると、「略奪図書」
のなかで、香港で接収されたものがもっと
も多数を占めることになったのは、当然の
帰結だったとも考えられる。 
 
付記： 
本稿は、「第 57回日本図書館情報学会研
究大会」（2009年 10月 31日～11月１日
於明治大学）での口頭発表原稿32）を改稿し
たものです。特に、末尾掲載の一覧は、大
会要綱では簡略版でしたが、本稿では完全
版を掲載しています。 
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